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ミニ展示「新書大賞」
知識をちょい足しコーナー
3月3日（火）～5月14日（木）

ティーンズ「ヴィレッジヴァンガード本店
天白図書館出張所」

3月3日（火）～3月31日（火）

児童「333スリー！」
3月3日（火）～3月31日（火）

一般「楽器を奏でる」
3月3日（火）～3月29日（日）

『ピアノの歴史 新装版』
小倉 貴久子／著
河出書房新社
【請求記号】763

【 】
☎

新書大賞（中央公論新社主催）は
1年間に刊行された新書から
「最高の1冊」を選ぶ賞です。

新書大賞2026の受賞作品の紹介と共に
過去の受賞作品を展示します。

『歴史学はこう考える』
松沢 裕作／著

筑摩書房
【分類】201

いろいろな楽器の本を集めました。
身近な楽器の歴史、弾き方、
仕組みなどをご紹介します。

春に向けて
新しい楽器にチャレンジしてみませんか？

コドミル文庫のおはなし会(幼児・小学生向け)

１1：0０～１1：3０

『すてきな三にんぐみ』
トミー＝アンゲラー／さく

偕成社
【分類】絵本

『２分間ミステリ』
ドナルド・J.ソボル／著

早川書房
【分類】933

赤ちゃんからのおはなし会（乳幼児向け）

①10：30～10:50 ②11：10～11:30

おはなし会（幼児・低学年向け）

15：30～16：00

おはなしとてづくりの会（幼児・低学年向け）

15：30～16：00 【定員】15組

ドーナッツ♪
10：30～11：15

おはなしのせかいは「3」がいっぱい！
3月は「3」がタイトルに入った本や

「3」にまつわるおはなしを読んでみませんか？
どんな「3」の本があるかさがしてみてね！

学ぼう！パソコンの基礎
１３：３０～１５：3０

むかしばなしの会（大人の方も参加できます）

１1：00～１１：３０

薬を知って安心・安全
13：30～15：00

前回好評展示の第二弾！
天白区に本店がある遊べる本屋

ヴィレッジヴァンガードさんのおすすめ本を展示！
あの有名なヴィレヴァンPOPが見られます！

ぜひご来館ください♪

音が伝わるしくみを知ろう！
10：30～11：00

おとなのためのおはなし会
10：30～12：00



でんきの科学館 出前実験ショー

音が伝わるしくみを知ろう！

29/3
（日）

身近な音がでる楽器のクイズやメロディーパイプ遊びで、
音が伝わるしくみを学んでみよう！

時 間 １0：３０～１1：００

講 師 でんきの科学館

場 所 天白図書館 第一集会室

定 員 30名（先着順） 対 象 小学生（保護者同伴可）

申 込 3月14日（土）9：30～電話または窓口にて

文学講座「短歌を味わおう！」
2月1５日（日）短歌結社まひる野所属の歌人、浅井美也子氏を講師としてお招きし、文学講座
「短歌を味わおう！」を開催しました。
90分と短い時間の中、日本最古の歌集である『万葉集』の和歌から現代短歌まで各時代の歌を
読み解きながら、短歌の歴史や特徴を説明いただきました。最後は歌にしたい情景や心情を自由に
書き出しながら、5音・７音で表現するという工程で短歌の作成にも挑戦しました！
短歌の魅力を存分に味わい、充実した場となりました。

2月14日（土）「ワクワク手作り工作 冬」を開催しました。今回の工作はダンボールで落ちるカタカタ人形！
人形がうまく落ちるように、かべの角度や人形につけるパーツの位置を考えて制作します。
みなさん試行錯誤しながらベストなかべの角度を決め、人形とかべにそれぞれイラストを描いて
世界にひとつだけのカタカタ人形が完成！最後は制作したカタカタ人形でスピード対決をして遊びました。
お家でもカタカタ人形でたくさん遊んでくださいね。

ワクワク手作り工作冬

短歌の魅力を
堪能しました！



『絵本とわたしとこどもたち』⑧

こんにちは、塩竃神社近くで家庭文庫をしているkodomiru文庫のイシマルです。

今回ご紹介する絵本はグリムの昔話から『おおかみと七ひきのこやぎ』

お母さんやぎは、自分が森へ食べものを探しにでかけている間、おおかみに
気をつけるようにとこやぎたちによく言いつけをします。そしておおかみは“し
わがれ声で足も黒い”と教えられたこやぎたちは、のこのこやってきたおおかみ
の声と足を確認して勇敢にも追い返します。
子どもはこやぎになったつもりでお話を聞きます。追い返して喜んだのもつか

の間、声を変え、足も白くなったおおかみを家に入れてしまうところから、不安
そうな顔を見せますが、きっと助かるとどこかで必ず信じて聞いています。
お母さんやぎが末っ子を助け、ぐぅぐぅ寝ているおおかみのお腹からこやぎ

たちを救い、ササッと縫うところは誇らしげになり、次におおかみが水を飲もう
として井戸へドボンと落ちると、子どもは息をふぅーと吐き、最後お母さん
やぎに見守られながら寝ている場面では、なんとも幸せそうな表情を見せます。
子どもたちは冒険が好き。それは彼らがもっと大きく強くなることへの憧れ

からきています。色々な結末が昨今見られますが、おおかみがちゃんと死んだ
からこそ、もう二度と怖いことは起こらないと信じ、大好きなお母さんが守って
くれることは満たされた安心感を持ちます。

何より冒頭の言葉の通り、お母さんやぎはこやぎをとっても愛しているのです。
なにしろ“どのお母さんにもまけないぐらいでした”なのですから。
ぜひお手元に。



 

👆スマホをかざすと

天白図書館テーマ
ソングが聞けます。

👆天白図書館

Instagram

天白図書館HP：https://www.library.city.nagoya.jp/guide/m_tenpaku.html 【指定管理者】ナカバヤシ株式会社名古屋支店

ティーンズコーナーで、若宮商業高校＆若宮高等特別支援学校図書部の生徒のみなさん
が制作したPOP作品を展示しています。どれも自分の「推し本」を巧みなイラストと文章で
紹介するすばらしい作品で、高校生のみなさんの「推し本」への思いや、元気さが
伝わります。ティーンズコーナー棚の壁面3か所で、3月末まで展示予定です。
ぜひご覧ください。


